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☆労福協だより

　

労
働
者
の
祭
典

メ
ー
デ
ー
を
控
え

た
4
月
29
日
付
地

元
紙
1
面
に
教
員

勤
務
中
学
57
％
過

労
死
ラ
イ
ン
と
い
う
記
事
が
載
っ

て
い
た
。
働
き
方
改
革
が
叫
ば
れ

る
中
、
文
科
省
の
教
員
勤
務
実
態

調
査
の
結
果
は
教
職
員
の
厳
し
い

労
働
環
境
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

▼
前
回
調
査
と
比
べ
、
学
習
指
導

要
領
改
定
で
授
業
時
間
が
増
え
た

こ
と
や
部
活
動
・
ク
ラ
ブ
活
動
に

か
か
る
時
間
の
増
加
を
要
因
と
し

て
い
る
。
▼
親
は
学
力
向
上
に
と

ど
ま
ら
ず
子
ど
も
の
素
行
や
友
人

関
係
の
改
善
ま
で
学
校
に
求
め
て

く
る
。
部
活
動
の
顧
問
を
務
め
れ

ば
土
曜
も
日
曜
も
な
い
。
く
た
く

た
に
疲
れ
た
状
態
で
子
ど
も
た
ち

と
真
剣
に
向
き
合
え
る
時
間
が
取

れ
る
の
か
心
配
に
な
っ
て
く
る
。

▼
私
た
ち
は
我
が
子
た
ち
の
教
育

者
と
し
て
先
生
に
理
想
を
求
め
る

が
、
個
々
の
働
き
方
は
教
職
員
の

責
任
感
、使
命
感
に
一
方
的
に
頼
っ

て
い
る
の
が
実
態
だ
。
4
月
か
ら

部
活
動
の
指
導
つ
い
て
は
外
部

委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、費
用
面
を
含
め
て
課
題

も
多
い
と
聞
く
。
先
生
が
教
育
に

専
念
で
き
る
よ
う
教
員
数
の
増
加

な
ど
抜
本
的
解
決
が
求
め
ら
れ
る
。

　

連
合
鹿
児
島
な
ど
の
県
中
央
集
会

が
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
初
日
の
4

月
29
日
に
鹿
児
島
市
中
央
公
園
で
開

催
さ
れ
、家
族
連
れ
な
ど
約
２
５
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

森
田
周
一
実
行
委
員
長
（
連
合
鹿

児
島
会
長
）
は
、主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、

発
災
か
ら
1
年
が
経
つ
熊
本
地
震
に

触
れ
、「
今
な
お
、
4
万
人
超
の
方
が

避
難
生
活
を
さ
れ
て
い
る
。
復
興
に

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

向
け
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
こ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、格
差
に
関
し
て
、「
グ
ロ
ー
バ

ル
化
し
た
新
自
由
主
義
経
済
が
進
む

中
、世
界
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
民
族

間
・
国
民
間
の
分
断
と
格
差
が
問
題

化
し
、
地
殻
変
動
を
起
こ
し
て
い
る
。

貧
困
と
格
差
の
解
消
こ
そ
が
平
和
な

世
界
の
前
提
で
す
」

　

共
謀
罪
法
案
に
関
し
て
は
、「
共
謀

罪
は
、運
用
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
基
本

的
人
権
を
脅
か
し
か
ね
な
い
危
険
な

法
案
で
す
。
き
ち
ん
と
し
た
国
会
の

論
戦
を
期
待
し
ま
す
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争
で
は
、

「
賃
金
の
底
上
げ
と
格
差
是
正
、非
正

規
労
働
者
や
中
小
に
重
き
を
置
い
た

闘
い
を
進
め
て
い
ま
す
。
大
手
追
従
・

準
拠
か
ら
の
脱
皮
も
図
ら
れ
て
お
り
、

鹿
児
島
で
も
中
小
組
合
で
は
昨
年
を

上
回
っ
て
い
ま
す
」「
長
時
間
労
働
是

正
が
労
使
で
交
渉
議
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
本
年
の
特
徴
で
す
」

　

地
元
人
材
確
保
に
関
し
て
、「
若
者

の
流
出
は
、企
業
存
続
や
県
の
将
来
設

計
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
す
。
政

労
使
で
知
恵
を
出
し
合
い
魅
力
あ
る

鹿
児
島
の
姿
を
模
索
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
長
時
間
労
働
撲
滅
へ

向
け
て
、「
罰
則
付
き
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
」
の
法
定
化
を
見
据
え
、希

薄
な
遵
法
意
識
や
残
業
前
提
と
い
っ

た
長
時
間
労
働
の
温
床
と
な
っ
て
き

た
社
会
の
意
識
や
行
動
を
転
換
す
る

た
め
に
「
過
労
死
ゼ
ロ
」「
勤
務
間
イ

ン
タ
ー
バ
ル
制
度
の
普
及
」「
三
六
協

定
の
適
正
な
締
結
」「
企
業
間
な
ど
の

取
引
環
境
の
適
正
化
」
な
ど
に
取
り

組
む
特
別
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、全
労
済
の
防
災
カ
フ
ェ

や
抽
選
会
、木
製
バ
イ
ク
も
の
つ
く
り

教
室
、バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど
も
あ
り
、

参
加
者
は
家
族
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
の
始
ま
り

　
「
８
時
間
は
労
働
に
、８
時
間
は

休
息
に
、そ
し
て
あ
と
の
８
時
間

は
わ
れ
わ
れ
の
自
由
に
」

　

メ
ー
デ
ー
は
１
８
８
６
年
５
月

１
日
に
米
国
の
労
働
者
が
８
時

間
労
働
日
を
求
め
て
ゼ
ネ
ス
ト
を

行
っ
た
の
を
起
源
と
し
ま
す
。

　

日
本
で
は
１
９
２
０
年
５
月
２

日
に
第
１
回
メ
ー
デ
ー
が
東
京
・

上
野
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

連合鹿児島森田会長あいさつ

第88回メーデー鹿児島県中央集会

カンボジア教育支援事業視察展

長
時
間
労
働
を
撲
滅
し
、デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
!!!

今
こ
そ
底
上
げ
、底
支
え
、格
差
是
正
の
実
現
を
!!!
第
88
回
メ
ー
デ
ー
集
会

連
合
鹿
児
島
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会員・利用者の思いを未来の子供たちへ
2017夏季「こどもみらい応援キャンペーン」が始まります!!

　

九
州
ろ
う
き
ん
で
は
、
社
会

貢
献
活
動
と
し
て
、
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
運
動
へ
の
寄
付
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
に
よ
る
助
成
活

動
を
実
施
し
て
お
り
、
２
０
１

６
年
度
か
ら
は
夏
冬
の
季
節

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、
福
祉
金
融

機
関
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
す

る
こ
と
を
目
的
に
「
こ
ど
も
た

ち
を
支
援
す
る
団
体
」
へ
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
今
年
度
も
福
祉
金
融
機
関

と
し
て
の
役
割
を
発
揮
す
る
こ

と
を
目
的
に
季
節
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
は
、
会
員
労
働
組
合
と
連

携
し
、季
節
預
金
の
結
集
と「
し

あ
わ
せ
創
造
運
動
」
の
推
進
を

目
的
に
行
な
う
２
年
目
の
取
り

組
み
で
す
。

　

取
り
組
み
期
間
は
、
２
０
１

７
年
6
月
1
日
（
木
）
か
ら
７

月
31
日
（
月
）
ま
で
の
２
カ
月

間
で
す
。

　

寄
付
対
象
と
な
る
預
金
は
、

取
り
組
み
期
間
に
お
け
る
退
職

者
専
用
定
期
な
ど
を
除
く
定
期

預
金
（
個
人
）
の
預
金
獲
得
額

の
０
.
０
２
％
を
当
庫
が
拠
出

し
、
２
０
１
６
年
度
と
同
一
の

県本部 寄付先
福　岡 福岡県児童養護施設協議会
佐　賀 佐賀県児童養護施設協議会
長　崎 長崎県児童養護施設協議会
熊　本 熊本県内の児童養護施設（12カ所）
大　分 大分県児童養護施設協議会
宮　崎 公益財団法人　電通宮崎・育英会
鹿児島 鹿児島県児童養護協議会

【寄付先一覧】 「
こ
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
団

体
」
へ
寄
付
を
行
い
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
継
続
的

支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
、
あ
な

た
も
「
ツ
カ
エ
ル
さ
ん
マ
グ

カ
ッ
プ
＆
ス
テ
ン
レ
ス
ボ
ト
ル
」

を
ゲ
ッ
ト
し
ま
せ
ん
か
？
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「
Ｆ
Ｍ
か
ご
し
ま
」
に
生
出
演
し
ま
し
た
!!

鹿
児
島
支
店

　

5
月
10
日
、
Ｆ
Ｍ
鹿
児
島
様
の
パ
ブ
リ

シ
テ
ィ
企
画
で
夕
方
の
ラ
ジ
オ
番
組
「μ̓

s 
U

P
！

」
に
約
10
分
間
生
出
演
し
、「
フ
レ
ッ

シ
ャ
ー
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
つ
い
て
告
知

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
鹿
児
島
支
店
の
上
枡
職
員
が
前

畠
俊
二
キ
ャ
ス
タ
ー
と
入
庫
3
年
目
の
若
々

し
さ
も
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
軽
快
な
掛
け
合
い
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

今
回
紹
介
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
4
月

1
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
の
長
丁
場
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
、
対
象
者
は
、
①
20
歳
以
上
30

歳
未
満
の
方
、
②
30
歳
以
上
で
、
２
０
１
５

年
度
～
２
０
１
７
年
度
の
新
規
採
用
者
で
あ

り
、
多
く
の
方
々
が
参
加
の
機
会
を
得
ら
れ

ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
こ
の
機
会
に
ろ
う
き
ん
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
、
あ
な

た
も
「
ツ
カ
エ
ル
さ
ん
マ
グ

フレッシャーズキャンペーン告知!!

さわやかな声で  ON  AIR !!

カ
ッ
プ
＆
ス
テ
ン
レ
ス
ボ
ト
ル
」

を
ゲ
ッ
ト
し
ま
せ
ん
か
？
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「
ぼ
う
さ
い
カ
フ
ェ
in
か
ご
し
ま
」を
開
催
し
ま
し
た

報告

　

４
月
29
日
（
土
）
に
鹿
児
島
市
中
央
公
園
で
「
ぼ
う
さ
い
カ
フ
ェ
in
か
ご

し
ま
」
を
開
催
し
、
防
災
パ
ネ
ル
や
防
災
関
連
グ
ッ
ズ
・
書
籍
の
展
示
、
非

常
食
（
ビ
ス
ケ
ッ
ト
）
試
食
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
ぼ
う
さ
い
カ
フ
ェ
」
は
、
内
閣
府
が
国
民
の
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
う

た
め
、
出
前
講
座
と
し
て
推
進
し
て
い
る
も
の
で
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害

に
対
す
る
備
え
や
知
識
、
大
切
な
人
や
大
事
な
財
産
を
守
る
術
を
お
伝
え
す

る
場
で
あ
り
、
全
労
済
鹿
児
島
県
本
部
で
も
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
防
災
グ
ッ
ズ

を
展
示
す
る
な
ど
、
２
０
１
０
年
度
か
ら
「
ぼ
う
さ
い
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

当
日
は
「
連
合
鹿
児
島
第
88
回
メ
ー
デ
ー
鹿
児
島
県
中
央
集
会
」
内
で
開

催
し
、
多
く
の
方
々
に
ブ
ー
ス
へ
来
て
い
た
だ
き
、
防
災
へ
の
関
心
を
高
め

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

家具類の転倒・落下・移動によって負傷する人の割合が高いことをご存知でしたか？

大切な命を守るため

近年発生した地震でけがをした原因を調べると、
約30～50％の人が、家具類の転倒・落下・移動によるものでした。

宮城県北部地震

十勝沖地震

新潟県中越地震

福岡県西方沖地震

能登半島地震

新潟県中越沖地震

岩手・宮城内陸地震

0％

出典：東京消防庁：家具類の転倒・落下・移動防止対策ハンドブック（平成27年度版）

出典：日本建築学会
「阪神・淡路大震災
住宅内部被害調査報告書」

10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

44.6％

40.7％

29.4％

36.0％

41.2％

36.3％

49.4％

近年発生した地震における家具類の転倒・落下・移動が原因のけが人の割合

（1）テレビやパソコンなどは、耐震固定ベルトや耐震マットで固定しましょう。
（2）大きな揺れでは、家具を固定していても、扉が開いたり
     引き出しが飛び出したりするので、耐震ロックなどをつけましょう。

地震による火災を防ぎましょう

粘着シート（マット式）
粘着性のゲル状で、家具の底
面と床面を接着させる。

家具の固定で命を守りましょう

＜家具類の転倒・落下・移動による被害＞

＜自分や家族の安全を守るための対策＞

ガラス飛散防止フィルム
ガラス製の扉、窓などに貼るフィルム。
割れた際の破片飛散を防ぐ。

感震ブレーカーなど
地震による強い揺れを感知して、
電気を遮断する機器

着脱式移動防止ベルト
壁と家具をつなげ、移動を防止する。

阪神・淡路大震災における
住宅内部被害によるけがの原因。

家具の固定や配置の見直しで「安全空間」を！
家具は倒れる向きを考えて配置しましょう

家屋の倒壊 3%

家具等の
転倒落下

46%
ガラス
29%

その他
18%

不明 3%

阪神・淡路大震災では、7,000棟以上もの家屋が地震
火災で焼失しました。震災時の出火原因は、主に電気の
漏電や電気が復旧した際の通電火災、ガス漏れ火災、石
油ストーブによる出火によるものです。
住宅用消火器・火災警報器、漏電遮断器、感震ブレーカー
などを設置しておきましょう。また、避難する際にはガ
スの元栓を閉め、電気のブレーカーを落としましょう。

地震編

家具の配置家具の配置

避難路が
家具で
ふさがれる

避難路が
確保できる

移動 移動
転倒

転倒

ドアが開かない ドアが開く

窓ガラスを強化ガラスに替えたり、食器棚の
扉などには飛散防止フィルムを貼りましょう。

ガラス製品の対策

出口は複数確保しておき、地震で建物が
歪んでも外に出られるようにしておきましょう
揺れで家具が倒れても、ドアの開きを阻害しないようにしましょう。

コラム

7

　　　　　　　　　　　今からできる「防災・減災」～地震編～大切な命を守るため

当日の
様子

今年はピットくん登場！
大人気のピットくん♪
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新
入
職
員
の
ご
案
内

（
ト
ミ
ド
コ
ロ　
ユ
ウ
）

　

富
所　

悠

ぐ
り
ん
ぼ
う
鹿
児
島

組
織
法
人
セ
ク
シ
ョ
ン
１
係

（
キ
ジ
マ　
ア
イ
カ
）

　

貴
島　

愛
香

ぐ
り
ん
ぼ
う
鹿
児
島

組
織
法
人
セ
ク
シ
ョ
ン
２
係

　

２
０
１
７
年
４
月
よ
り
配
属
と
な
り
ま
し
た
、

新
入
職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

4
月
21
日
（
金
）、「
第
27
回
全
労
済
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

大
会
」
を
溝
辺
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、21
組
81
名
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、好
プ

レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
日
参
加
者
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
募
金
額
は
６
１
，３

０
０
円
で
し
た
。
参
加
お
よ
び
募
金
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

全
労
済
指
定
整
備
工
場　

鹿
児
島
県
協
議
会
「
地
区
会
議
・
フ
ロ
ン
ト
研

修
会
」
を
鹿
児
島
県
内
７
地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
区
会
議
で
は
、入
庫
・
自
賠
責
共
済
取
次
状
況
報
告
や
指
定
整
備
工
場

利
用
拡
大
に
む
け
た
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
な
ど
、情
報
の
共
有
化
と
活

発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

フ
ロ
ン
ト
研
修
会
で
は
、自
賠
責
共
済
の
取
り
次
ぎ
業
務
の
再
確
認
・
徹

底
を
は
か
り
ま
し
た
。

～
団
体
戦
～

優　
勝
：
鹿
児
島
県
電
力
総
連

準
優
勝
：
鹿
児
島
県
郵
政
退
職
者
会
日
置
支
部

３　
位
：
鹿
児
島
県
職
員
退
職
者
会

～
個
人
戦
～

優　
勝
：
鳥
井
原　

悟

　
　
　
　
（
鹿
児
島
県
電
力
総
連
）

　

4
月
よ
り
鹿
児
島
県
本
部
組
織
法
人
セ
ク
シ
ョ

ン
1
係
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。
出
身
は
埼
玉
県

で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
そ
の
分
多
く
の
事
を
学

び
、1
日
で
も
早
く
先
輩
職
員
方
に
追
い
つ
け
る
よ

う
日
々
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

事
業
推
進
部
組
織
法
人
セ
ク
シ
ョ
ン
２
係
に
配

属
に
な
り
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
出
身
で
す
。
大

学
で
は
山
口
県
の
大
学
に
通
い
、
今
回
の
配
属
で

４
年
ぶ
り
に
鹿
児
島
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
組
合

員
に
寄
り
添
い
、
組
合
員
に
と
っ
て
心
強
い
職
員

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
鹿
児
島
の
素
晴
ら
し
さ

を
今
後
さ
ら
に
た
く
さ
ん
見
つ
け
て
い
き
た
い
で

す
。
至
ら
な
い
点
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
ご
指
導

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
27
回
全
労
済

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催

全
労
済
指
定
整
備
工
場

「
地
区
会
議
・
フ
ロ
ン
ト
研
修
会
」の
開
催

報 告

報 告

【開催日程】

【南薩・指宿地区の様子】 【奄美地区の様子】

地区名 日程 会議会場

熊毛地区 4月24日（月） 九州労働金庫種子島支店

南薩・指宿地区 4月25日（火） 九州労働金庫加世田支店

奄美地区 4月26日（水） 九州労働金庫大島支店

北薩・出水地区 5月8日（月） 九州労働金庫川内支店

姶良・大口地区 5月9日（火） 九州労働金庫霧島支店

肝属･曽於地区 5月11日（木） 九州労働金庫鹿屋支店

鹿児島地区 5月12日（金） ホテルパレスイン鹿児島

成
績
発
表
（
敬
称
略
）
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２
０
１
２

年
度
か
ら
取

り
組
ま
れ
て

い
る
「
海
外

（
カ
ン
ボ
ジ

ア
）
支
援
事
業
」
も
今
回
で
5
回
目

と
な
り
ま
す
。
今
回
は
、こ
れ
ま
で
の

視
察
・
支
援
の
検
証
や
今
後
の
支
援

活
動
を
検
討
す
る
こ
と
も
目
的
の
一
環

と
な
っ
た
教
育
事
業
支
援
お
よ
び
視

察
に
は
じ
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

出
発
当
日
の
2
月
8
日
は
私
の
誕

生
日
と
も
重
な
り
、韓
国
で
の
乗
り
継

ぎ
待
機
中
に
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら

の
祝
福
を
受
け
視
察
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

最
初
に
ス
ラ
ム
街
を
散
策
し
貧
困

生
活
の
実
態
を
見
て
貧
富
の
格
差
が

ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

　

次
に
刑
務
所
跡
地
を
見
学
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
悲
惨
な

歴
史
で
あ
る
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
時
代

の
２
０
０
万
人
を
超
え
る
知
識
人
と

見
ら
れ
た
医
者
・
牧
師
・
教
師
・
学

生
・
眼
鏡
を
か
け
て
い
る
人
な
ど
が

次
か
ら
次
へ
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
、拷

問
の
上
、
大
量
虐
殺
大
虐
殺
が
行
わ

れ
た
こ
と
を
聞
き
、そ
の
悲
惨
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
大
虐
殺
さ
れ
た
２
０
０

万
人
の
ほ
と
ん
ど
が
ベ
ト
ナ
ム
人
で
あ

り
、鹿
児
島
県
の
人
口
を
は
る
か
に
超

え
る
数
で
も
あ
り
そ
の
凄
ま
じ
さ
は
い

か
ほ
ど
だ
っ
た
か
心
が
痛
み
ま
し
た
。

　

午
後
に
就
学
前
教
室
（
寺
子
屋
）

や
児
童
保
護
施
設
を
訪
問
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、決
し
て
充
実
し
た
環
境
や

設
備
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、子

ど
も
た
ち
が
元
気
に
明
る
く
学
び
、遊

ん
で
い
る
姿
は
過
去
の
悲
惨
な
歴
史

を
一
瞬
で
も
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、持
参
し
た
お
も
ち
ゃ
の
お

土
産
袋
に
キ
ラ
キ
ラ
目
を
輝
か
せ
早

く
欲
し
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
見
て
い

た
の
は
印
象
的
で
し
た
。

　

翌
日
に
は
小
学
校
を
訪
問
し
、子
ど

も
た
ち
か
ら
の
正
門
で
の
整
列
で
歓

迎
を
受
け
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
児
童
た

ち
が
元
気
に
学
び
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

小
学
校
の
建
物
は
部
分
的
に
は
修
復

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、ま
だ
ま
だ
改
善

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、世
界
遺
産
で
あ
る
ア
ン
コ
ー

ル
ワ
ッ
ト
や
ア
ン
コ
ー
ル
ト
ム
遺
跡
で

は
、悲
惨
な
歴
史
と
は
裏
腹
に
日
本
に

は
な
い
広
大
で
偉
大
な
建
物
風
景
や

壁
画
彫
刻
、
王
朝
の
文
化
と
当
時
の

都
市
跡
の
見
事
な
技
術
と
労
力
の
凄

さ
を
体
感
し
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

誕
生
日
の
カ
ン
ボ
ジ
ア

全
労
済
鹿
児
島
県
本
部

専
務
理
事　

梶
原
　
健
児

元気な笑顔で掃除する子ども達

カンダール村の寺子屋の子ども達

カ
ン
ボ
ジ
ア
レ
ポ
ー
ト
VOL.２

　

最
後
に
今
回
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
視
察

を
体
験
し
て
、こ
の
間
の
支
援
活
動
が

将
来
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
少
し
で
も
よ
い
生
活
・
教
育

環
境
が
つ
く
れ
る
よ
う
そ
の
一
助
に
な

れ
ば
と
思
い
な
が
ら
帰
国
し
ま
し
た
。

益
々
平
和
で
豊
か
な
国
に
な
る
よ
う

祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、参
加
者
の
皆
さ
ん
と
の
親
睦

と
交
流
も
深
ま
っ
た
こ
と
で
楽
し
い
視

察
旅
行
と
な
り
、良
い
誕
生
日
の
記
念

に
な
り
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
て

初
め
て
の
カ

ン
ボ
ジ
ア
。

今
回
私
は
、

鹿
児
島
地
域

労
働
者
福
祉
協
議
会
の
代
表
と
し
て
、

こ
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
事
業
視
察
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、大
変
貴
重
な
3

カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
事
業
視
察

に
参
加
し
て

鹿
児
島
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会

副
会
長　
京
田
　
隆
志
（
鹿
教
組
）

つ
の
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

１
つ
目
は
、ス
ラ
ム
街
の
視
察
で
す
。

現
地
の
ス
ラ
ム
街
に
入
っ
て
、そ
こ
で

暮
ら
す
人
た
ち
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
こ

の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご

み
捨
て
場
の
中
の
集
落
で
も
、人
々
が

貧
困
に
負
け
ず
に
毎
日
の
生
活
を
楽

し
も
う
と
し
て
い
る
、そ
ん
な
力
強
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
、ト
ゥ
ー
ル
・
ス
レ
ン
博

物
館
の
視
察
で
す
。
こ
こ
は
、ポ
ル
ポ

ト
政
権
下
に
犯
罪
者
と
し
て
捕
ら
え

ら
れ
た
無
実
の
人
た
ち
が
ひ
ど
い
拷
問

を
受
け
、そ
こ
で
殺
さ
れ
た
り
し
た
、

言
わ
ば
元
収
容
所
で
す
。
ポ
ル
・
ポ
ト

政
権
下
に
殺
さ
れ
た
人
た
ち
は
、言
わ

ば
知
識
人
で
、教
師
、科
学
者
、弁
護

士
な
ど
、特
定
の
専
門
家
で
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
学
校
を
出
て
い
る
だ
け
で
知

識
人
と
見
な
さ
れ
た
り
、眼
鏡
を
か
け

て
い
る
だ
け
で
も
知
識
人
と
見
な
さ
れ

た
り
し
た
と
い
い
ま
す
。
同
じ
国
の
人

が
同
じ
国
の
人
た
ち
を
大
量
に
殺
し
て

い
た
な
ん
て
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、そ

ん
な
常
軌
を
逸
し
た
殺
り
く
が
行
わ

れ
て
い
た
現
場
を
前
に
し
て
思
わ
ず
絶

句
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
同
地

で
の
2
万
人
の
犠
牲
者
の
内
、

生
還
者
は
た
っ
た
7
人
、そ
の

中
の
最
後
の
生
存
者
で
あ
る

チ
ュ
ン
メ
イ
さ
ん
に
も
会
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
つ
目
は
、「
寺
子
屋
教
室
」

「
児
童
保
養
施
設
」「
小
学
校
」

の
訪
問
で
す
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
は

義
務
教
育
で
は
な
い
の
で
、学

校
に
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
は
、親
が

代
わ
り
に
教
育
す
れ
ば
よ
い
そ
う
で

す
。
し
か
し
、や
は
り
教
育
な
く
し
て

は
、国
の
復
興
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
私

た
ち
が
持
っ
て
い
っ
た
お
も
ち
ゃ
や
文

房
具
を
素
直
に
喜
ん
で
受
け
取
っ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
て
、こ
の
子

た
ち
の
教
育
を
受
け
る
環
境
を
整
え

て
あ
げ
た
い
、そ
ん
な
気
持
ち
を
強
く

し
ま
し
た
。
特
に
、プ
リ
ア
・
エ
ン
コ

セ
イ
小
学
校
の
上
水
道
の
浄
化
槽
は
、

労
福
協
の
援
助
で
設
置
で
き
な
い
か
、

そ
う
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
私
が
出
会
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
人
た
ち
は
、自
分
た
ち
の
貧
し
い
生

活
を
少
し
も
不
幸
と
は
思
っ
て
い
な
い

よ
う
で
し
た
。
で
も
、現
実
に
貧
し
さ

か
ら
命
を
落
と
す
人
た
ち
が
い
ま
す
。

そ
の
現
実
に
向
き
合
っ
た
と
き
、私
は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
た
ち
に
、ど
の
よ
う

な
支
援
が
必
要
な
の
か
を
改
め
て
考

え
、何
か
し
ら
行
動
し
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
最
後
に
、今
回
私

に
こ
の
よ
う
な
視
察
旅
行
に
参
加
す

る
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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こ
れ
ま
で
、

開
発
途
上

国
の
教
育
支

援
や
貧
困
解

消
を
目
的
と

し
た
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
教
育

支
援
」
の
存
在
は
知
っ
て
お
り
、
私

も
職
員
組
合
を
通
し
て
募
金
な
ど
に

協
力
し
て
い
ま
し
た
が
、
詳
し
い
内

容
ま
で
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
今
回
の
視
察
に
参
加

し
て
、
エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ
ン
と
い
う
団

体
を
通
じ
て
、
就
学
前
教
室
（
寺
子

屋
）
の
教
育
環
境
の
整
備
や
児
童
保

護
施
設
の
生
活
支
援
が
行
わ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、

そ
れ
を
実
際
に
目
で
見
て
、
感

じ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
貴

重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
視
察
団
は
３
カ
所

の
施
設
を
訪
問
し
ま
し
た
。
首

都
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
あ
る
児
童

保
護
施
設
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら

１
時
間
程
度
の
場
所
に
あ
る

カ
ン
ダ
ー
ル
村
の
寺
子
屋
、
ア

ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
で
知
ら
れ
る

シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
に
あ
る
プ
リ

ア
・
エ
ン
コ
セ
イ
小
学
校
を
訪

問
し
、
現
地
の
教
育
現
場
を
見

学
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
と
交

流
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

今
回
、「
カ

ン
ボ
ジ
ア
の

子
ど
も
教
育

支
援
」
事
業

の
海
外
視
察

に
参
加
で
き
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
経

験
が
で
き
た
５
日
間
で
あ
っ
た
。

　

労
組
の
組
合
員
、
そ
し
て
役
員
と

し
て
教
育
資
金
援
助
を
呼
び
掛
け
た

立
場
と
し
て
、
実
際
の
支
援
事
業
の

現
場
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が

一
番
の
経
験
で
あ
っ
た
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
到
着
し
て
ま
ず
、

日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
道
路
な
ど

の
ご
み
や
ち
り
の
散
乱
の
多
さ
に
驚

　

修
繕
が
必
要
な
教
室
、
勉
強
す
る

た
め
の
教
材
や
道
具
の
不
足
と
い
う

決
し
て
整
っ
た
教
育
環
境
で
は
な
い

中
で
も
、
子
ど
も
た
ち
は
一
生
懸
命

に
勉
強
し
た
り
、
楽
し
そ
う
に
遊
ん

だ
り
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
全
く

知
ら
な
い
外
国
人
の
私
た
ち
に
対
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
方
か
ら
近
寄
っ

て
き
て
く
れ
た
り
、
日
本
か
ら
持
っ

て
い
っ
た
お
も
ち
ゃ
で
一
緒
に
遊
ぶ

と
き
な
ど
に
も
日
本
語
で
「
こ
ん
に

ち
は
」
や
「
あ
り
が
と
う
」
と
あ
い

さ
つ
を
し
て
く
れ
た
り
、
人
懐
っ
こ

い
子
ど
も
た
ち
に
と
て
も
嬉
し
く
な

り
ま
し
た
。
移
動
も
多
か
っ
た
た
め
、

疲
れ
も
多
少
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
に
自
分
の
方
が
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
教
育
環
境
は
日
本小学校の子ども達

(シャボン玉ありがとー )
おもちゃで遊ぶ女の子

と
比
べ
る
と
、
十
分
な
環
境
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
貧
困
に
よ
り
学

校
に
す
ら
通
え
ず
、
観
光
地
で
物
売

り
を
し
て
働
い
て
い
る
子
ど
も
た
ち

が
多
く
い
る
と
い
う
こ
と
も
目
の
当

た
り
に
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
一
人

で
で
き
る
支
援
と
い
う
の
は
限
ら
れ

た
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
小
さ
な
支

援
か
ら
大
き
な
支
援
へ
と
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
す

べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
当
然
に
教
育

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
夢

や
希
望
が
叶
え
ら
れ
、
も
っ
と
笑
顔

に
な
れ
る
よ
う
な
環
境
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔

南
薩
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会

福
永
　
里
奈
（
枕
崎
市
職
労
）

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
今
、
そ
し
て

未
来
へ

奄
美
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会

会
長　

濱
崎
　
哲
正
（
Ｊ
Ｐ
労
組
）

い
た
。
ま
た
交
通
渋
滞
や
交
通
ル
ー

ル
無
視
の
車
や
バ
イ
ク
の
運
転
を
す

る
子
ど
も
。
い
ま
だ
に
残
る
、
ス
ラ

ム
街
。
そ
こ
で
暮
ら
す
子
ど
も
。
信

号
で
止
ま
っ
た
車
に
物
売
り
す
る
子

ど
も
。

　

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
な
ど
の
観
光

地
で
の
人
の
多
さ
。
そ
こ
で
観
光
客

相
手
に
働
く
子
ど
も
。
学
校
な
ど
に

行
か
ず
に
（
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
）

子
ど
も
。

　

多
く
の
子
ど
も
た
ち
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
中
で
も
、カ
ン
ダ
ー

ル
村
の
寺
子
屋
教
室
で
の
子
ど
も
た

ち
。
現
地
市
民
団
体
事
務
所
の
児
童

保
護
施
設
の
子
ど
も
た
ち
。
シ
ュ
ム

リ
ア
ッ
プ
の
プ
リ
ア
・
エ
ン
コ
セ
イ

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
。

　

ど
の
子
ど
も
た
ち
に
も
言
え
る
こ

と
は
、
澄
ん
だ
瞳
を
持
っ
て
い
る
こ

と
。
言
葉
は
通
じ
な
い
が
一
緒
に
遊

ん
で
み
る
と
喜
ん
で
遊
び
、
話
し
か

け
て
く
る
。
無
邪
気
に
遊
ぶ
こ
の
子

ど
も
た
ち
や
、
一
生
懸
命
勉
強
を
し

て
い
る
姿
を
見
る
と
自
分
ま
で
心
が

洗
わ
れ
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
同

じ
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
で
あ
る
の

に
、
学
校
に
行
け
ず
働
か
な
く
て
は

い
け
な
い
子
ど
も
た
ち
も
同
じ
瞳
を

持
っ
た
子
ど
も
に
変
わ
り
は
な
い
。

夢
や
希
望
も
あ
る
と
思
う
し
、
学
校

に
も
行
き
た
い
と
思
う
。
そ
の
差
を

感
じ
み
る
と
「
子
ど
も
教
育
支
援

事
業
」
は
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
こ
れ

か
ら
も
継
続
を
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
子
ど
も
の
教
育
が
あ
っ
て
こ
そ

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
」
の
国
の
未
来
は
開

け
て
い
く
と
思
う
。
日
本
の
戦
後
が

そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ど
の
地
域

や
国
で
あ
っ
て
も
子
ど
も
教
育
を
十

分
で
き
る
体
制
を
作
り
、
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
。
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
た
何
年
後
か
に

そ
の
子
ど
も
た
ち
の
と
こ
ろ
に
訪
れ

て
み
た
い
と
思
っ
た
５
日
間
で
あ
っ

た
。

　

最
後
に
『
ソ
ー
ム
・
オ
ー
ク
ン
・

あ
り
が
と
う
』　

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
へ
未

来
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
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臨床心理士　山藤奈穂子

　

Ｑ　

遅
刻
や
欠

勤
、
体
調
不
良
の
訴

え
が
増
え
て
い
る
部

下
が
い
ま
す
。
ど
う

声
を
か
け
た
ら
よ
い

で
し
ょ
う
。

　

Ａ　
「
早
期
介
入
」

が
効
果
的
で
す
。
遅

刻
や
欠
勤
が
３
回
続

け
ば
、
個
別
に
話
を

聞
き
ま
し
ょ
う
。
優

し
く
声
を
か
け
な
が

ら
、
心
配
し
て
い
る

こ
と
を
伝
え
、
体
調

を
尋
ね
ま
す
。

　

睡
眠
時
間
や
食

欲
、
疲
労
の
度
合
い
、

腹
痛
や
頭
痛
の
有
無

な
ど
を
確
認
し
た
後
、
雑
談
を
交
え

な
が
ら
「
会
社
の
愚
痴
」
を
聞
き
出

し
ま
す
。
説
得
や
助
言
は
避
け
（
言

い
た
く
と
も
、
ぐ
っ
と
こ
ら
え

て
）、「
や
さ
し
い
刑
事
の
事
情

聴
取
」
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
聞

き
ま
す
。
や
り
が
い
は
あ
る
か
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
を
ど
う
解
決

し
て
い
る
か
、
待
遇
へ
の
不
満

や
物
足
り
な
さ
が
あ
る
か
、
人

間
関
係
は
ど
う
か
、な
ど
で
す
。

　
「
愚
痴
」
を
多
面
的
に
聞
き

出
し
た
あ
と
、
が
ん
ば
っ
て
い

る
こ
と
や
素
晴
ら
し
い
こ
と
な

ど
良
い
点
を
伝
え
、
ね
ぎ
ら
い

ま
す
。
ほ
め
る
と
こ
ろ
が
な
く

と
も
、「
よ
く
や
っ
て
い
る
、
あ

り
が
と
う
」
と
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
ま
す
。

　

若
い
社
員
は
ど
ん
な
に
強

が
っ
て
い
て
も
、
社
会
人
と
し

て
は
未
熟
で
す
。
仕
事
が
う
ま

く
で
き
ず
、
劣
等
感
を
持
っ
て

い
ま
す
。
心
が
折
れ
や
す
く
、

「
自
分
は
役
に
た
た
な
い
。
こ

こ
に
い
る
意
味
が
あ
る
の
か
」

と
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
、
自
分
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
何
度
も
聞

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
人
と

し
て
の
心
の
危
機
を
自
分
で
乗

り
越
え
る
精
神
力
が
少
し
ず
つ

付
い
て
く
る
の
で
す
。
そ
れ
ま

で
は
上
司
や
先
輩
の
声
か
け
が

何
よ
り
も
大
き
な
栄
養
に
な
る

の
で
す
。

部下のメンタルヘルス
（１3）遅刻や欠勤が増えた部下への対応

合
が
全
体
の
２
割
を
占
め
る
と
の

調
査
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労

働
の
一
因
で
あ
る
再
配
達
を
減
ら

す
た
め
、
こ
う
し
た
「
受
け
取
り

方
法
の
多
様
化
」
を
今
後
も
進
め

る
と
し
て
い
ま
す
。

宅配便ロッカー
　

公
共
の
場
所
に
設
置
さ
れ

る
「
宅
配
」
の
荷
物
受
け
取

り
用
の
ロ
ッ
カ
ー
で
す
。

　

宅
配
業
者
が
ロ
ッ
カ
ー
に

届
け
た
荷
物
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
の
商
品
な
ど
）

を
受
取
人
が
パ
ス
ワ
ー
ド
で

開
錠
し
受
け
取
る
と
い
う
シ

ス
テ
ム
。
東
京
都
内
の
駅
や

駐
輪
場
な
ど
に
１
０
０
カ

所
程
度
設
置
さ
れ
、
自
宅
を

不
在
に
し
が
ち
な
共
働
き
世

帯
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

国
は
昨
年
秋
、
配
達
業
務

に
お
け
る
「
再
配
達
」
の
割

　

主
人
の
関
係
で
、ろ
う
き
ん
さ
ん

に
は
よ
く
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
特
に
コ
ン
ビ
ニ
の
預
金
出
し
入

れ
が
気
が
ね
な
く
出
来
る
の
で
、と

て
も
助
か
っ
て
ま
す
。

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　

今
年
３
月
で
定
年
。
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
４
月
以
降
も
、全
労
済
の

火
災
共
済
、労
金
の
貯
金
と
労
福
協
の

団
体
と
は
縁
が
切
れ
な
い
よ
う
で
す
。

（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　

毎
回
、「
か
ご
し
ま
労
働
者
福
祉
だ

よ
り
」
を
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
」
支
援
の
取

り
組
み
の
記
事
が
あ
り
大
変
興
味
深

く
読
み
ま
し
た
。
ま
た
、
山
川
高
校

「
消
費
生
活
講
座
」
も
よ
か
っ
た
で
す
。

労
働
者
、
年
金
生
活
者
の
生
活
は
厳

し
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、労
福
協
の

各
取
り
組
み
は
力
強
い
で
す
。

（
南
さ
つ
ま
市
・
男
性
）

　

全
労
済
の
マ
イ
カ
ー
共
済
は
、弁

護
士
費
用
が
付
帯
さ
れ
て
い
る
の

で
す
ご
く
助
か
り
ま
し
た
。
す
っ
か

り
春
ら
し
く
な
っ
て
、仕
事
も
が
ぜ

ん
や
る
気
が
出
て
き
ま
し
た
。

（
曽
於
郡
・
男
性
）

　

毎
日
お
疲
れ
様
で
す
。
ク
イ
ズ

当
選
者
に
知
人
の
名
前
が
載
っ
て

い
る
と
「
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い
る

の
だ
な
」
と
安
心
し
ま
す
。
労
福

協
だ
よ
り
を
通
じ
て
、人
と
の
つ
な

が
り
を
感
じ
ま
す
。

（
鹿
屋
市
・
女
性
）

ニュース・
ワード

読
　
者

か
ら
の

声
　

214
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「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
開
催

熊
毛
地
域
労
福
協

第
12
回
歴
史
探
訪
講
座

鹿
児
島
地
域
労
福
協

　

熊
毛
労
福
協
と
ろ
う
き
ん
推
進
委

員
会
は
共
催
で
３
月
11
日
（
土
）、
宮

之
浦
陸
上
競
技
場
で
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

者
29
人
が
、
新
出
ろ
う
き
ん
推
進
委

員
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、１
チ
ー
ム
６

人
で
ト
ラ
ッ
ク
コ
ー
ス
・
フ
ィ
ー
ル
ド

コ
ー
ス
全
16
ホ
ー
ル
を
回
り
ま
し
た
。

　

７
人
の
子
ど
も
も
参
加
し
、自
分
の

背
丈
ほ
ど
あ
る
ク
ラ
ブ
を
振
り
な
が

ら
、普
段
の
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て

い
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
日
と
重

な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ラ
ウ
ン
ド
に
す
る
た
め
、英
語

禁
止
で
コ
ー
ス
を
回
る
な
ど
、各
チ
ー

ム
で
楽
し
み
な
が
ら
、競
技
し
て
い
ま

し
た
。

　

昼
食
後
の
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
、

参
加
者
全
員
に
景
品
が
当
た
り
、大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、一
つ
の
け
が
も
な
く
無
事

人
が
…
地
域
が
…
支
え
合
う
！

奄
美
地
域
労
福
協

年
金
と
健
康
で
講
演
会

鹿
児
島
県
退
職
者
団
体
連
合

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
、充
実
し
た

単
産
交
流
・
親
子
交
流
と
な
り
ま
し

た
。

　

奄
美
地
域
労
福
協
は
3
月
22
日
、

奄
美
市
住
用
町
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
パ
ー

ク
研
修
室
で
「
介
護
教
室
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
師
の
奄
美
市
役
所
高
齢
者
福
祉

課
長
の
永
田
孝
一
さ
ん
は
、パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
使
用
し
な
が
ら
、「
必
要
な

方
が
、必
要
な
時
に
、必
要
な
分
を
利

用
で
き
る
よ
う
、給
付
の
適
正
化
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
、介

護
保
険
制
度
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
、時
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
説

明
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
15
人
は
、
制
度
の
必
要
性

を
感
じ
つ
つ
、人
と
人
、ま
た
地
域
で

支
え
合
っ
て
な
る
べ
く
介
護
保
険
制

度
を
利
用
し
な
い
で
い
ら
れ
る
よ
う
、

健
康
に
気
を
付
け
よ
う
と
う
な
ず
き

合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
は
、早
速
、健
康
づ
く

り
に
役
立
て
よ
う
と
参
加
者
全
員
で
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
、笑
顔
の

あ
ふ
れ
る
介
護
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

熱心に聞き入る参加者

　

鹿
児
島
地
域
労
福
協
は
３
月
25
日

（
土
）、
第
12
回
歴
史
探
訪
講
座
を
28

人
の
参
加
の
下
開
催
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
今
回
の

コ
ー
ス
は
、照
国
神
社
前
を
９
時
30
分

に
出
発
し
、
伊
佐
市
菱
刈
南
浦
柳
野

地
区
で「
幻
の
野
草
」と
呼
ば
れ
る「
オ

キ
ナ
グ
サ
」と「
東
洋
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
」

と
称
さ
れ
る
「
曾
木
の
滝
」
の
見
学

で
し
た
。
講
師
は
深
川
秀
夫
さ
ん（
高

教
組
Ｏ
Ｂ
）。
バ
ス
の
中
で
は
西
郷
隆

盛
に
関
す
る
こ
と
や
来
年
１
月
か
ら

始
ま
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
の「
西
郷
ど
ん
」

の
役
者
さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
「
オ
キ
ナ
グ
サ
」
は
、
柳
野
一
誠
さ

ん（
一
誠
さ
ん
は
本
年
３
月
４
日
急
死
）

ア
ツ
子
さ
ん
夫
妻
が
、昭
和
54
年
に
知

人
か
ら
贈
ら
れ
た
２
株
を
も
と
に
自

宅
庭
や
芋
田
川
添
い
の
土
手
に
植
え
、

今
で
は
２
千
株
に
増
え
て
毎
年
花
の

時
期
に
は
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
「
オ
キ
ナ
グ
サ
」
は
、
育
て
る
こ
と

が
大
変
難
し
い
野
草
で
あ
る
そ
う
で

す
。
そ
の
絶
滅
の
危
機
と
言
わ
れ
て

い
る
「
オ
キ
ナ
グ
サ
」
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
貴
重
な
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

オキナグサ

雨の中 楽しみました

　

県
退
職
者
団
体
連
合
は
４
月
12
日
、

年
金
と
健
康
に
関
す
る
講
演
会
を
労

金
県
本
部
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、63
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

社
会
保
険
労
務
士
の
田
中
勝
美
さ

ん
が
「
今
後
の
年
金
と
私
た
ち
の
暮

ら
し
」
と
題
し
て
、年
金
改
革
法
の
内

容
に
つ
い
て
、新
ル
ー
ル
で
は
現
役
の

賃
金
下
落
に
連
動
し
て
減
額
し
、マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
分
を
繰
り
越
し
、

景
気
回
復
面
で
ま
と
め
て
抑
制
す
る

キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
の
仕
組
み
な
ど
分

か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、田
中
さ
ん
は
年
金
制
度
は
保

険
料
を
払
う
支
え
手
と
し
て
正
規
雇

用
の
労
働
者
を
増
や
し
、賃
金
を
引
き

上
げ
る
必
要
性
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
県
民
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
保

健
師
の
黒
木
晶
子
さ
ん
と
土
器
屋
裕

美
さ
ん
が
「
10
歳
若
返
る
心
と
体
の

セ
ル
フ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」
と
題
し
て
講

演
と
実
技
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

黒
木
さ
ん
は
、筋
膜
を
ほ
ぐ
せ
ば
血

管
や
リ
ン
パ
の
流
れ
が
良
く
な
り
、人

が
本
来
持
っ
て
い
る
体
の
機
能
回
復

と
活
性
化
に
期
待
が
で
き
る
と
話
し
、

参
加
者
は
顔
・
肩
・
脚
・
背
骨
を
ほ

ぐ
す
筋
ト
レ
を
楽
し
く
行
い
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

楽しく健康体操もまじえ わかりやすく年金の仕組み

東日本大震災（黙とう）



2017年５月15日発行
毎月１回15日発行 第 678号　（10）かごしま労働者福祉だより（ ）

〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
、
自
宅

住
所
、
名
前
、
職
場
名
、
郵
便
番
号

を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り

ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対

す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
２
０
１
７
年
６
月

６
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞

品
を
進
呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00　
64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三　

鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　

4
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

62
通
で
、
62
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
６
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

答え「カフンショウ（花粉症）」

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　

辻　

美
奈
子	

大
迫　

拓
郎

　

恩
田　

昭
雄	

鶴
﨑　

敦
志

　

佐
々
木　

学	

山
之
口
光
雄

　

鍋
倉　

真
悟	

中
俣
八
州
男

　

中
原　

克
章	

濱
口　
　

香

　

大
島　

政
彦	

山
口　

龍
子

　

新
留　

優
里	

鵜
木　

章
子

　

福
森
真
理
子	

後
野
ひ
と
み

　

弥
栄　

三
郎	

田
代　

清
春

　

菊
地　
　

恵	

東　
　

郁
子

九州労働金庫の定める保証機関保 証 機 関

県内の中小企業にお勤めの
方ならどなたでもご相談い
ただけます。

月・火・木・金曜　10：00～ 19：00
土曜・日曜　10：00～ 17：00
（水曜・祝日は休業）

http://kyusyu.rokin.or.jp
＊九州ろうきんホームページアドレス

＊全労済ホームページアドレス

＊労福協ホームページアドレス
http://www.zenrosai.coop

http://kagoshima-rofuku.jp/

1 0120ー２６２ー２５２
? 099ー２３９ー１３２０

別途保証料（年0.7％・年1.0％・年1.2％のいずれか）が必要となります。

勤労者ファミリー資金融資
金利が下がりました！

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　�
百
貨
店
の
食
料
品
売
り
場

４
　�
北
海
道
の
代
表
的
な
海
産

物

７
　�

黒
澤
明
監
督
の
代
表
作
の

一
つ

８
　
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん

10
　
ほ
ど
よ
い
焼
き
加
減
で
す

11
　
窒
素
約
８
割
、
酸
素
約
２

割
の
混
合
物
と
は
？

13
　�

…
…
の
心
、
子
知
ら
ず

14
　
何
も
持
っ
て
い
ま
せ
ん

15
　
美
内
す
ず
え
作
の
国
民
的

少
女
漫
画「
…
…
の
仮
面
」

17
　
細
い
道
の
先
は
行
き
止
ま

り

20
　
サ
ン
…
…
、
オ
ペ
ラ
…
…

21
　�

走
者

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　
よ
く
Ｄ
Ｘ
と
略
さ
れ
る
英

単
語

２	
�

メ
ロ
ン
も
カ
レ
ー
も
焼
き
そ

ば
も
あ
り
ま
す

３
　
う
た
た
ね

４
　�

会
計
事
務
を
担
当
し
ま
す

５
　�

切
り
岸
と
も
い
い
ま
す

６
　
赤
影
、
乱
太
郎
、
ナ
ル
ト

９	

失
敗
し
た
と
思
っ
た
ら
、

よ
い
結
果
に
。
…
…
の
功

名

10
　�

吐
き
出
し
た
息

12
　
好
き
な
人
の
…
…
が
あ
る

と
、
安
心
し
て
眠
れ
ま
す

13
　�
卯
（
う
）
の
花

15
　�

絵
描
き
、
絵
師
、
画
家
の

総
称

16
　
人
気
の
芸
能
人
の
こ
と

17
　「
河
豚
」
っ
て
読
め
ま
す

か
？

18
　�

損
失
で
す

19
　�

み
ん
な
が
知
ら
な
い
…
…

話
を
教
え
ま
し
ょ
う

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

■労働相談：月曜日～金曜日（祝日除く）
■介護相談：火曜日
■住宅なんでも相談：木曜日
■多重債務相談：火曜日・金曜日
　相談時間：午前10時～午後４時
　その他：休日、時間外のご相談は、別途対応します。
相談は無料。ただし、専門家に依頼する場合、別途費用が
かかる場合があります。


